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研究成果の概要（和文）：本研究は、博物館体験という視点に立脚し、来館者自身による展示室での「デジタル
写真記録」が展示室での体験を省察するためのよい手法・ツールになることを明らかにするとともに、このツー
ルを活かした学習プログラムを開発し、学校団体等による展示見学活動に新たな視点をあたえることを目的とし
ている。また、来館者自身が博物館体験コンテキストを把握・認識することが学びになるという仮説を立て、実
践的に検証を行う。そのために、来館者の展示見学における博物館コンテキストを認識するツールとしてデジタ
ルカメラによる撮影と画像を用いたポートフォリオ作りを開発・構築し、学習の実践をすすめた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify that visitors themselves "
photographs by digital cameras" will be good methods and tools for reviewing experiences in museums.
It was a museum experience study program for visitors to take pictures using digital cameras and to 
proceed with the portfolio learning using the images. 

研究分野：博物館学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究では、来館者自身が博物館体験コン
テキスト（個人的・社会的・物理的）を把握・
認識することが学びになるという仮説を立
て、実践的に検証を行う。そのために、来館
者の展示見学における博物館体験コンテキ
ストを認識するツールの開発・構築と、その
ツールを活かした学習開発を目的として、つ
ぎをすすめることとした。 
（１）自分自身の博物館体験コンテキストの
認識・表現ツールとする“ポートフォリオ”
の実践的な開発。 
（２）博物館体験コンテキストが見学者に再
認識され共有できるのか“ポートフォリオ”
の有効性の検証。 
（３）来館者の学びをふまえ、“ポートフォ
リオ”を活かした展示見学学習プログラムの
開発と試行。 
以上、本研究の試みと実践的検証の成果は、
来館者自身が博物館体験コンテキストを把
握するという「新しい学び」の実証となり、
教育的波及効果として学校等による博物館
展示活用の広まりが大きく期待される。 
 
＊ポートフォリオとは、児童生徒による学習
プロセスを含む成果をファイルしたもの。 
 
２．研究の目的 
●児童生徒が主体となり展示学習をめざす 
 博物館展示室での学習は自由である。しか
し、自由な学習への導きは必要である。校外
学習での遠足型展示見学では、情報穴埋め式
のワークシートを活用する学校が多い。児童
生徒の自由な展示探索に配慮しつつ、要点は
ワークシートでおさえさせたいからである。
しかし、要点だけを辿ることになり、結果、
受動的学習を強いる印象が強い。展示室から
正確に知識を習得し、課題を効率よくこなす
ことを良しとする意識が教師にも児童生徒
にも強く存在している。一方で、学習論の構
成主義に立脚した博物館での学びを考える
ならば、児童生徒自らの博物館体験を基にし
た学習をいかに成立させることができるか
を、博物館と学校が協力して考え、そこに注
力する必要がある。 
 
●体験のコンテキストを学びの材料に 
 博物館学では、博物館利用者の評価にあた
り、フォークとディアーキング（1996）の「ふ
れあい体験モデル」を参考とすることが多い。
本研究でもこの概念、とくに個別的に生じて
いる博物館体験コンテキストに注目する。す
なわち、博物館体験コンテキストをなす 3種
の個人的コンテキスト、社会的コンテキスト、
物理的コンテキストが相互作用し、来館者は
個人の文脈にてそれぞれに体験を行ってい
るという視点である。 
 この博物館側にとっての評価視点は、来館
者側にも有用な学びの視点になる、というこ
とが本研究の仮説である。博物館体験コンテ

キストの概念を知らずとも、来館者は無意識
のうちに自分の知識と経験を通して、その
時々の環境に応じて展示を体験する。たとえ
ば、展示見学の感想文に上記 3種のコンテキ
ストの相互作用が見出されることがある。こ
れは、自分の体験を関連付けし自分の博物館
体験コンテキストとして展示室での体験を
構造化する過程を誰でもが持つことを意味
する。この体験の構造化の過程を評価し、博
物館体験を学習に位置づけることが本研究
の試みであり、その方法を具体に開発検証す
ることがねらいである。 
 
●活動記録ドキュメンテーションが体験を
ふりかえる根拠 
 博物館の見学後、「博物館は面白かった？」
という問いに、児童・生徒はそれぞれに応答
する。その際、展示室写真があれば、よりリ
アルに自分の博物館体験を語るだろう。自分
が一場面を切り取った写真という作業は、体
験をふりかえり表現するための根拠となる。
体験をまとめた記録（ドキュメンテーショ
ン）が重要となる。博物館学習論の中で、並
木（2012）は、「レッジョ・アプローチ」を
挙げ、博物館利用者が活動記録から体験を省
察する事例に注目した。その省察づくりに博
物館側もかかわるなら、それは利用者の変化
に関与する博物館側の省察や仮説づくりに
つながると述べている。博物館体験を両者の
視点で省察する考えは、本研究に類似する。 
 
３．研究の方法 
●ポートフォリオ評価の手法をアレンジし
展示見学に応用する 
 学校では、児童生徒自身がまとめた記録の
評価を行う「ポートフォリオ学習」という手
法が知られている。学習活動において、児
童・生徒が作成したもの、活動記録、資料等
を１冊のファイルに保存し（このファイルを
ポートフォリオと呼ぶ）、児童生徒が活動足
跡をたどる根拠とし、教師が児童とともに評
価をすすめ、教師も参考とするなどの活用が
なされている。このポートフォリオ学習の手
法を展示室学習にアレンジすることが本研
究の試みである。 
 本研究では、博物館利用者が自分自身の博
物館体験をふりかえる（省察）できる技術的
手法と展示見学でのポートフォリオ学習を
開発する。 
このことで、①博物館利用者自身による体
験の客観的省察、②博物館側にとって有用な
博物館利用者体験の理解、③体験の“省察”
を取り入れた学習の開発が可能となる。 
①は体験記録（ドキュメンテーション）を
根拠とした表現（言語活動）が促されるため、
教育重点の「言語活動の充実」につながる。
②は博物館利用者の具体的な記録により、個
別的に生じる文脈（コンテキスト）の理解の
材料となる。③は体験記録（ドキュメンテー
ション）を基に利用者と博物館がとともに省



察することで、博物館利用者自身の博物館体
験コンテキストの認識につながる、と考える。 
 
＊展示体験のデジタル写真記録法 
 体験記録（ドキュメンテーション）の一案
として、デジタル写真記録の活用をすすめた。
いまや日常生活で身近な存在となった写真
撮影は、博物館の展示見学での体験記録（ド
キュメンテーション）の好適な材料といえる。 
 写真ドキュメンテーションの一例は、見学
者が撮影した写真を、横軸に 5分間ごとの列
として時系列に並べ、縦軸に 5分間での撮影
順にならべ１つの図（模造紙など）に配置す
るものである。この写真ドキュメンテーショ
ンをもとに展示見学の報告（ふりかえり）を
させると、多様な体験を想起させることがわ
かってきた。本研究では、この手法を発展さ
せ、博物館体験を省察させ、表現することを
学習プログラムに位置づける方策を検討し
た。 
 
４．研究成果 
 小学生、中学生、大学生、教員を対象に、
デジタルカメラを用いた記録を併せた展示
体験のポートフォリオづくりの試行を重点
的にすすめた。具体的には、生命の星･地球
博物館の地球展示室および生命展示室での
見学を基に、親子向け講座の実施、校外学習
での中学生による展示見学ポートフォリオ
作成、博物館実習における学生による展示見
学、教員向け講座の実施である。従来の展示
見学実習を派生させ、外部協力により児童・
生徒・学生が実際に展示見学ポートフォリオ
を作成することにより多様な実践パターン
が蓄積された。その結果、学習プログラムと
して「展示見学ポートフォリオづくり」を一
応の形として組み立てられた 
「展示見学ポートフォリオづくり」は、生
命の星･地球博物館の地球展示室および生命
展示室での見学をふまえ、デジタルカメラに
よる撮影画像を時系列に並べたシートに自
分自身のメモを記し体験を振り返るもので
ある。そのシートをもとにした仲間との対話
は、さらなる気づきや問いを促すものとなっ
ている。30名程度を対象とした場合、4時間
の展示体験学習プログラムとして、デジタル
カメラ記録法＆展示見学ポートフォリオづ
くりが可能である。小学校との連携として、
近隣小学校2校と展示見学ポートフォリオづ
くりを取り入れた授業では、1 時間程度の展
示見学と学校教室でのポートフォリオづく
りという組み合わせで実戦が可能となった。 
 また、展示学習から立脚し、個々の展示物
と展示コーナー全体との関係性を見出すた
めの方策を検討した。「部分」と「全体」の
関係性をどのように認識させるかという命
題について企画展「恐竜の玉手箱」を通じて、
体験アクティビティを用いての試行をすす
め、展示を活用した「関連付け」の学びにつ
いて一考した。 
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